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形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
と
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化

一

形
容
詞
語
幹
が
接
尾
辞
を
伴
っ
て
形
容
動
詞
語
幹
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
を
、
仮
に
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
「形
容
詞
の
」
と

呼
ぶ
こ
と
も

「形
容
動
詞
化
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

「語
幹
」
と
示
さ

な
い
点
で
正
確
な
表
現
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
お
く
。

こ
こ
に
、
接
尾
辞
ゲ
を
末
尾
に
持
つ
形
容
動
詞
語
幹
を
ゲ
型
語
幹
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
が
、
形
容
詞
語
幹
が
接
尾
辞
を
伴
っ
て
構
成
さ
れ
る
形
容
動
詞
語
幹

に
は
、
ま
ず
ゲ
型
語
幹
が
あ
る
。
ゲ
型
語
幹
の
語
基
の
全
て
が
形
容
詞
語
幹
で

（１
）

あ
る
訳
で
は
な
い
が
、
形
容
詞
語
幹
で
あ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。

（２
）

例
は
多
く
、
源
氏
物
語
に
見
え
る
も
の
だ
け
で
も
次
の
よ
う
で
あ
る

（複
合

形
容
詞
な
ど
の
一
部
を

「―
」
と
略
し
て
示
す
こ
と
が
あ
る
）。

（２
）
フ
カ
ゲ

［深
］、
ミ
ジ
カ
ゲ

［短
］、
ウ
ル
サ
ゲ

［煩
］、
（―
）
カ
タ

ゲ

［難
］、
ラ
ウ
タ
ゲ
、
ネ
ブ
タ
ゲ

［睡
］、
（２
）
イ
タ
ゲ

［痛
。甚
］、
メ

デ
タ
ゲ
、
ネ
タ
ゲ

［妬
］、
ウ
シ
ロ
メ
タ
ゲ
、
（２
）
ナ
ゲ

［無
］、
２
ナ
ゲ

冥
甚
〓
、
（２
）
ヲ
サ
ナ
ゲ
［幼
］、
キ
タ
ナ
ゲ
［機
］、
（２
）
ス
ク
ナ
ゲ
［少
］、

（２
）
セ
バ
ゲ

［狭
］、
ツ
ラ
ゲ
、
（―
）
ヨ
ワ
ゲ

［弱
〕、
モ
ノ
ウ
ゲ

［憂
］、

（Ｉ
Ｙ
一ク
ゲ
［憎
］、
（２
）
ヤ
ス
ゲ

［安
］、
ア
ツ
ゲ
［暑
］、
ア
ヤ
フ
ゲ
［危
］
、

シ
ブ
ゲ

［渋
］、
（―
）
サ
ム
ゲ

［寒
］、
タ
ユ
ゲ

［弛
］、
マ
バ
ユ
ゲ

［眩
］、

蜂

矢

真

（―
）
ス
ゴ
ゲ

［凄
］、
カ
シ
コ
ゲ

［賢

。
畏
］、
（―
）
コ
コ
ロ
ボ
ソ
ゲ

［心

細
］、
イ
ザ
ト
ゲ

［寝
聡
］、
ケ
ウ
ト
ゲ

［気
疎
］、
タ
フ
ト
ゲ

［尊
］、
（２
）

ト
ホ
ゲ

［遠
］、
ク
チ
オ
モ
ゲ

［口
重
］、
（―
）
ヨ
ゲ

［良
］、
（２
）
ツ
ヨ
ゲ

［強
］、
（２
）
キ
ヨ
ゲ

［清
］、
カ
ロ
ゲ

［軽
］、
ツ
ユ
ケ
ゲ

［露
］、
ト
コ

ロ
セ
ゲ

［所
狭
］、
ウ
タ
テ
ゲ

［転
］、
シ
フ
ネ
ゲ

［執
念
］、
ナ
メ
ゲ

［無

礼
］
（以
上
、
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
十
ゲ
）

（２
）
ア
シ
ゲ

［悪
］、
サ
カ
シ
ゲ

［賢
］、
カ
カ
ヤ
カ
シ
ゲ

［嚇
］、
（２
）
サ

ワ
ガ
シ
ゲ

［騒
］、
ナ
ツ
カ
シ
ゲ

［懐
］、
（２
）
ハ
ヅ
カ
シ
ゲ

［恥
］、
（２
）

ム
ツ
カ
シ
ゲ
、
ユ
カ
シ
ゲ
、
イ
ソ
ガ
シ
ゲ

［忙
］、
（２
）
ヲ
カ
シ
ゲ
、
（２
）

ナ
ゲ
カ
シ
ゲ

［歎
］、
２
メ
カ
シ
ゲ
、　
な
フ
ダ
タ
シ
ゲ

［腹
立
］、
（２
）
ア

ワ
タ
ダ
シ
ゲ

［慌
］、
オ
モ
ダ
タ
シ
ゲ

［面
立
］、
（２
）
カ
ナ
シ
ゲ

［悲
］、

カ
タ
ク
ナ
シ
ゲ

［頑
］、
２
ガ
ハ
シ
ゲ
、　
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ゲ

［似
附
］、
ニ
ギ

ハ
ハ
シ
ゲ

［賑
］、
ア
ナ
ヅ
ラ
ハ
シ
ゲ

［侮
］、
ワ
ヅ
ラ
ハ
シ
ゲ

［煩
］、
マ

ギ
ラ
ハ
シ
ゲ

［紛
］、
ソ
シ
ラ
ハ
シ
ゲ

［謗
］、
ウ
ル
ハ
シ
ゲ

［麗
］、
モ
ノ

オ
モ
ハ
シ
ゲ

［物
思
］、
タ
ダ
ヨ
ハ
シ
ゲ

［漂
］、
ウ
ケ
ハ
シ
ゲ

［証
］、
２

マ
ジ
ゲ
、
２
ガ
マ
シ
ゲ
、
ア
サ
マ
シ
ゲ
、
ス
サ
マ
ジ
ゲ
、
メ
ザ
マ
シ
ゲ

［目
覚
］、
ナ
ヤ
マ
シ
ゲ

［悩
］、
ア
ラ
マ
シ
ゲ

［荒
］、
ツ
ツ
マ
シ
ゲ

［慎
］、

ム
ツ
マ
シ
ゲ

［睦
］、
ウ
ト
マ
シ
ゲ

［疎
］、
（―
）
コ
ノ
マ
シ
ゲ

［好
］、
ア

ヤ
シ
ゲ

［奇
］、
ク
ヤ
シ
ゲ

［悔
］、
ア
ラ
ア
ラ
シ
ゲ

［荒
荒
］、
ア
タ
ラ
シ
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ゲ

［可
惜
］、
ホ
コ
ラ
シ
ゲ

［誇
］、
サ
ウ
ザ
ウ
シ
ゲ

［寂
］、
ウ
ツ
ク
シ
ゲ
、

ス
ズ
シ
ゲ

［涼
］、
ユ
ユ
シ
ゲ
、
（２
）
ク
ル
シ
ゲ

［苦
］、
カ
ド
カ
ド
シ
ゲ

［才
才
］、
タ
ド
タ
ド
シ
ゲ

［辿
辿
］、
コ
ト
ゴ
ト
シ
ゲ

［事
事
］、
モ
ノ
シ

ゲ
、
モ
ノ
モ
ノ
シ
ゲ
、
ホ
シ
ゲ

［欲
］、
―
マ
ホ
シ
ゲ
、
イ
ト
ホ
シ
ゲ
、

タ
ノ
モ
シ
ゲ

［頼
］、
オ
ソ
ロ
シ
ゲ

［恐
］、
ヨ
ロ
シ
ゲ

［宜
］、
（２
）
ヲ
シ

ゲ

［惜
］、
ツ
キ
ヅ
キ
シ
ゲ
、
（２
）
サ
ビ
シ
ゲ

［寂
］、
ワ
ビ
シ
ゲ

〔佗
〕、

ウ
ヒ
ウ
ヒ
シ
ゲ

［初
初
］、
イ
ミ
ジ
ゲ
、
カ
ケ
カ
ケ
シ
ゲ

［懸
懸
］、
（２
）

ウ
ラ
メ
シ
ゲ

［恨
］、
ナ
レ
ナ
レ
シ
ゲ

［馴
馴
］、
ハ
レ
バ
レ
シ
ゲ

［晴
晴
］、

ウ
レ
シ
ゲ

［嬉
］、
ホ
レ
ボ
レ
シ
ゲ

［惚
惚
］、
ユ
ヱ
ユ
ヱ
シ
ゲ

［故
故
］

（以
上
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
十
ゲ
）

ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
も
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
も
多
く
見

え
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
よ
り
多
い
。
ま
た
、
複
合
形
容
詞
語
幹
の
も
の
も
か

な
り
見
え
る
。
従
っ
て
、
形
容
詞
語
幹
が
三
音
節
以
上
の
も
の
も
当
然
多
い
こ

と
に
な
る
。
と
言
う
よ
り
も
、
そ
れ
が

一
。
二
音
節
の
も
の
は
よ
り
少
な
い
。

あ
る
い
は
、
ナ
ゲ

［無
］
・
ヨ
ゲ

［良
］
の
よ
う
に
、
そ
れ
が

一
音
節
の
も
の
が

あ
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
注
意
さ
れ
る
。

接
尾
辞
ゲ
を
伴
う
こ
と
は
、
中
古
の
和
文
に
お
け
る
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化

の
か
な
り
一
般
的
な
方
法
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
訓
点
資
料
に
お
け

（３
）

る
ゲ
型
語
幹
の
例
は
極
め
て
少
な
い
。

二

接
尾
辞
力
を
末
尾
に
持
つ
形
容
動
詞
語
幹
を
力
型
語
幹
と
、
ヤ
カ

（
ヨ
カ
を

含
む
）
を
末
尾
に
持
つ
そ
れ
を
ヤ
カ
型
語
幹
と
、
ラ
カ

（
ロ
カ
を
含
む
）
を
末

尾
に
持
つ
そ
れ
を
ラ
カ
型
語
幹
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ん
で
、
ヤ
カ
型
語
幹

。
ラ
カ
型

語
幹
を
力
型
語
幹
に
含
ま
な
い
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
呼
ぶ
際
に
カ

↑
ヤ
・
カ
ラ
カ
）
型
語
幹
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
形
容
詞
語
幹
が
接
尾
辞
を

伴

っ
て
構
成
さ
れ
る
形
容
動
詞
語
幹
に
は
、
右
に
見
た
ゲ
型
語
幹
の
他
に
カ

（
・
ヤ
カ
ｏ
ラ
カ
）
型
語
幹
が
あ
る
。
な
お
、
力

（
・
ヤ
カ
。
ラ
カ
）
型
語
幹
の

語
基
は
、
形
容
詞
語
幹
の
も
の
も
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
の
場
合
に
、
形
容
詞
語
幹
が
伴
う
接
尾
辞
は
何
で
あ
る
か
が
些
か
問
題
に

な
る
。
力
型
語
幹
は
接
尾
辞
力
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
ヤ
カ
型
語
幹
は
、
接

尾
辞
ヤ
を
伴
い
さ
ら
に
接
尾
辞
力
を
伴
う
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の

（本
来
型
）

と
、
肥
大
し
た
接
尾
辞
ヤ
カ
を
伴
う
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の

（応
用
型
）
と
が

あ
り
、
ラ
カ
型
語
幹
は
、
接
尾
辞
ラ
を
伴
い
さ
ら
に
接
尾
辞
力
を
伴
う
と
と
ら

え
ら
れ
る
も
の

（本
来
型
）
と
、
肥
大
し
た
接
尾
辞
ラ
カ
を
伴
う
と
と
ら
え
ら

れ
る
も
の

（応
用
型
）
と
が
あ
“
Ｃ

よ
つ
て
ヽ
ヤ
カ
型
語
幹

・
ラ
カ
型
語
幹
に

つ
い
て
は
、
本
来
型
と
応
用
型
と
を
分
け
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

具
体
的
な
用
例
は
基
本
的
に
以
前
に
挙
げ
た
が
で
、
こ
こ
に
は
比
較
的
古
い

例
の
出
典
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
ゲ
型
語
幹
と
異
な
り
、
和
文
に
偏
る
こ

と
は
な
い
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
が
多
い
の
で
、

シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
に
は
◇
印
を
付
し
て
お
い
た
。

０
カ
型
語
幹

〈形
容
詞
語
幹
十
力
〉

計
数
ヵ

［ゥ
シ
ロ
ャ
ス
ヵ
］
（宇
津
保
物
語

。
吹
上
Ｌ
ギ

ユ
ル
カ

（名
義

抄
）、
シ
ル
カ

（狭
衣
物
語
）、
ク
ボ
カ

（新
撰
字
鏡
）、
マ
ロ
カ

（節
用
集
・

易
林
本
）／
ヤ
フ
サ
カ

（書
陵
部
蔵
論
語
四
嘉
暦
二
年
点
）／
◇
マ
サ
シ
カ

（古

今
著
聞
集
三
二

一
）

②
ヤ
カ
型
語
幹

（本
来
型
）
含
形
容
詞
語
幹
十
ヤ
］
＋
力
〉

ワ
カ
ヤ
カ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵
弥
勒
上
生
経
賛
平
安
初
期
点
）、

大
寺
諷
誦
文
稿
）、
ニ
コ
ヤ
カ

（新
撰
字
鏡
）、
ニ
コ
ヨ
カ

０
同

（応
用
型
）
〈形
容
詞
語
幹
十
ヤ
カ
〉

ナ
ゴ
ヤ
カ

（東

（萬
四
三
〇
九
）

四
三
二
三



タ
カ
ヤ
カ

（蜻
蛉
日
記
）、
ナ
ガ
ヤ
カ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵
弥
勒
上
生
経
賛
平
安

初
期
点
）、
チ
カ
ヤ
カ

（源
氏
物
語

。
初
音
）、
ユ
ル
ヤ
カ

（運
歩
色
葉
集
）、

ホ
ソ
ヤ
カ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵
弥
勒
上
生
経
賛
平
安
初
期
点
）、
ト
ホ
ヤ
カ

（夜

の
寝
覚
）、
ク
ボ
ヤ
カ
公
フ
昔
物
語
集
二
十
八
５
）、
オ
モ
ヤ
カ
（名
語
記
）、

キ
ヨ
ヤ
カ
（日
葡
辞
書
・補
遺
）、
カ
ロ
ヤ
カ
（太
平
記
一平
三
大
森
彦
七
事
）、

ア
ヲ
ヤ
カ

（枕
草
子
）／
ミ
ジ
カ
ヤ
カ

（栄
花
物
語
一平
こ
、
チ
ヒ
サ
ヤ
カ

（落
窪
物
語
）、
ス
ク
ナ
ヤ
カ

（苔
の
衣
一じ
、
ミ
ニ
ク
ヤ
カ

（源
氏
物
語
。

浮
舟
）、
ハ
シ
タ
ナ
ヤ
カ

（同
・
夕
顔
）／
◇
ヲ
カ
シ
ヤ
カ

（同

。
少
女
）、

◇
ヨ
ロ
シ
ヤ
カ

（浜
松
中
納
言
物
語
）、
◇
オ
ト
ナ
シ
ヤ
カ

（保
元
物
語
）、

◇
マ
コ
ト
シ
ヤ
カ

（曽
我
物
語
）、
◇
イ
カ
メ
シ
ヤ
カ

（仮
。太
閤
記
七
秀
吉

四
国
退
治
之
事
）

０
ラ
カ
型
語
幹

（本
来
型
）
含
形
容
詞
語
幹
十
ラ
］
十
力
〉

ア
カ
ラ
カ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵
弥
勒
上
生
経
賛
平
安
初
期
点
）、
タ
カ
ラ
カ

（落

窪
物
語
）、
ア
サ
ラ
カ

（萬
ニ

二九
林
駄
）、
カ
タ
ラ
カ

（続
後
紀
承
和
三
年

五
月
宣
命
）、
コ
省
フ
カ

（平
家
物
語
）、
ハ
ヤ
ラ
カ

（宇
治
拾
遺
物
語
）、

ニ
ク
ラ
カ

（源
氏
物
語

。
若
菜
上
）、
ヤ
ス
ラ
カ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵
弥
勒
上
生

経
費
平
安
初
期
点
）、
ウ
ス
ラ
カ

（宇
津
保
物
語

。
国
譲
上
）、
ア
ツ
ラ
カ

［厚
］
（同

。
同
）、
カ
ル
ラ
カ

（蜻
蛉
日
記
）、
ユ
ル
ラ
カ

（落
窪
物
語
）、

ホ
ソ
ラ
カ

（名
語
記
）、
オ
ホ
ラ
カ

［多
］
（讃
岐
典
侍
日
記
）、
ト
ホ
ラ
カ

（今
昔
物
語
集
十
六
２．
）、
ォ
モ
ラ
カ

（狭
衣
物
語
）、
キ
ヨ
ラ
カ

（宇
津

保
物
語

。
嵯
峨
の
院
）、
カ
ロ
ラ
カ

（源
氏
物
語

。
夕
顔
）、
マ
ロ
ラ
カ

（同

・
宿
木
）、
ク
ロ
ラ
カ

（宇
津
保
物
語

。
蔵
開
上
）、
シ
ロ
ラ
カ

（堤

中
納
言
物
語
）、
ヒ
ロ
ラ
カ

公
７
音
物
語
集
二
十
八
２３
）／
キ
ア
ラ
ラ
カ

［粗
］
（蜻
蛉
日
記
）、
ホ
ア
ラ
ラ
カ

［荒
］
（源
氏
物
語

。
言
木
）、
キ
ク
ラ

ラ
カ

（讃
岐
典
侍
日
記
）、
＊
シ
ラ
ラ
カ

（名
義
抄
）

Ｄ
同

（応
用
型
）
〈形
容
詞
語
幹
＋
ラ
カ
〉

ワ
カ
ラ
カ

（大
鏡
）、
ア
フ
ラ
カ

（倭
玉
篇

・
慶
長
十
五
年
刊
本
）、
ヒ
キ

ラ
カ

（宇
治
拾
遺
物
語
）／
ミ
ジ
カ
ラ
カ

（平
家
物
語
）、
チ
ヒ
サ
ラ
カ

（と

は
ず
が
た
り
）、
オ
ホ
キ
ラ
カ

（平
家
物
語
）／
◇
オ
ト
ナ
シ
ラ
カ

（平
治
物

語

・
古
活
字
本
）、
◇
マ
コ
ト
シ
ラ
カ

（幸
若
舞
曲

・
堀
川
夜
討
）

ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
と
を
斜
線
で

分
け
、
前
者
に
つ
い
て
形
容
詞
語
幹
が
二
音
節
の
も
の
と
三
音
節
以
上
の
も
の

と
を
斜
線
で
分
け
て
お
い
た
。
ま
た
、
今

一
つ
０
に
お
い
て
斜
線
で
分
け
て
お

い
た
も
の
に
、
十
印
を
付
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
部
重
複
形
状
言
＋
カ

詢稀動詢動迎稀辞衆裁“裁第曲喘｝̈
け』おいｒけわ測嚇鋳と（嚇繰ヽ

こ
の
よ
う
に
挙
げ
て
お
い
た
。

右
に
、
Ｄ
ヒ
キ
ラ
カ

（宇
治
拾
遺
物
語
）
を
挙
げ
た
の
に
対
し
て
、
ヒ
キ
ヤ

カ

（今
昔
物
語
集
二
十
三
２．
）
を
挙
げ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｄ
オ
ホ
キ
ラ
カ
（平

家
物
語
）
を
挙
げ
た
の
に
対
し
て
、
オ
ホ
キ
ャ
カ

（宇
津
保
物
襦
」
吹
上
上
）

を
挙
げ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と

に
し
た
い
。

本
来
型
で
あ
る
②

・
０
の
も
の
に
は
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
が
見

え
ず
、
形
容
詞
語
幹
が
三
音
節
以
上
の
も
の
も
見
え
な
い
。
①
ｌ
Ｑ
を
通
し
て
、

二
音
節
の
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が
基
本
で
あ
る
と
見
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
０
２
Ｑ
を
通
し
て
、
形
容
詞
語
幹
が

一
音
節
の
も
の
が
見
え

な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
第

一
節
に
見
た
ゲ
型
語
幹
の
場
合
に
、
ク
活
用
形
容

詞
語
幹
の
も
の
も
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
も
多
く
見
え
、
形
容
詞
語
幹

が
三
音
節
以
上
の
も
の
も
多
く
、
さ
ら
に
そ
れ
が
一
音
節
の
も
の
が
あ
っ
た
の

と
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
力

（
・
ヤ
カ
・
ラ
カ
）
型
語
幹
の
も
の
の



例
も
か
な
り
多
い
け
れ
ど
も
、
ゲ
型
語
幹
に
比
し
て
制
限
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
ゲ
型
語
幹
は
上
代
に
見
え
な
い
の
に
対
し
、
力

（
・
ヤ
カ
・
ラ
カ
）

型
語
幹
は
例
は
少
な
い
が
上
代
に
見
え
る
と
い
う
差
違
も
あ
る
。

そ
の
他
、
０
の
力
型
語
幹
の
例
は
多
く
な
い
。
ヤ
カ
型
語
幹
で
あ
る
②

・
０

の
例
、
ラ
カ
型
語
幹
で
あ
る
０

・
Ｄ
の
例
は
、
い
ず
れ
も
か
な
り
見
え
る
が
、

権
請
請
勒
利
臨
時
脚
利
わ
け
「
鰤
漏
脅
わ

つ 型
翻
疇
紗
刺
は
脚
』
“
観
薇
』
げ
場

尾
辞
ャ
を
伴
う
も
の
は
少
な
い
の
で
、
そ
の
差
が
ラ
カ
型
語
幹
と
ャ
カ
型
語
幹

と
の
差
に
も
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
形
容
詞
語
幹
が
接
尾
辞
ヤ
を
伴
う
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の

②
ヤ
カ
型
語
幹

（本
来
型
）
の
例
は
少
な
い
。
ナ
ゴ
ヤ
カ
に
対
し
て
、
ナ
到
ヤ

「…
な
ご
や
が
下
に
〈奈
胡
也
我
下
丹
Ｙ
ご

（萬
五
二
四
）
の
例
は
見
え
る
が
、

に
は
と
り

こ
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
」́
　

　

五
二
七

形
容
詞
ナ
ゴ
シ

「鶏
の
声
な
ど
、
さ
ま
た
ヽ
和
う
き
こ
え
た
り
」
（蜻
蛉
日
記
）

が
用
い
ら
れ
る
例
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ニ
コ
ヤ
カ
。
ニ
コ
ヨ
カ
に
対
し
て
、

ニ
コ
ヤ

「…
柔
や
が
下
に

〈余
古
夜
賀
斯
多
余
〉
…
」
（記
神
代

・
五
）
の
例
は

見
え
る
が
、
形
容
詞
ニ
コ
シ

「毛
乃
和
支
物
毛
乃
荒
支
物
」
（祝
詞

・
広
瀬
大
忌

祭

・
九
条
本
）
が
用
い
ら
れ
る
例
は
さ
ら
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ

カ
ヤ
カ
に
対
し
て
、
ワ
カ
ヤ

「水
‐′、著
‐
稚
け
ど
」
（神
功
前
紀

。
熱
田
本
）
の
例

が
な
い
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
、
ワ
カ
ヤ
カ
が
本
来
型
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の

夢

剌
『
”
臓
¨

見
「型

施

卸

鳴
詭

ず

峯

出
雪
本国
造
神
壽

０
ヤ
カ
型
語
幹

（応
用
型
）
の
も
の
は
、
多
く
が
応
用
型
の
中
の
直
接
乳
〆

（・５
）

も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
応
用
型
の
中
の
肥
大
的
代
入
型
の
も

（‐６
）

の
は
ク
ボ
ヤ
カ

（今
昔
物
語
集
）
の
み
で
あ
り
、
同
じ
く
交
替
的
代
入
型
の
も

の
は
ユ
ル
ヤ
カ

（運
歩
色
葉
集
）
。
キ
ヨ
ヤ
カ

（日
葡
辞
書

・
補
遺
）
・
カ
ロ
ヤ

力

（太
平
記
一平
三
大
森
彦
七
事
）
と
時
代
の
下
る
も
の
の
み
で
あ
る
。

ヤ
カ
型
語
幹
の
肥
大
的
代
入
型
の
も
の
は
、
力
型
語
幹
と
ヤ
カ
型
語
幹
と
が

語
基
を
共
通
に
し
、
か
つ
、
力
型
語
幹
の
接
尾
辞
力
に
ヤ
カ
を
代
入
す
る
よ
う

に
形
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
０
形
容
詞
語
幹
十
カ

の
も
の
が
多
く
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
０
の
語
基
と
０
の
そ
れ
と
が
共
通
す

る
も
の
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ヤ
カ
型
語
幹
の
交
替
的
代
入
型
の
も
の
は
、
ヤ
カ
型
語
幹
と
ラ
カ
型

語
幹
と
が
語
基
を
共
通
に
し
、
か
つ
、
ラ
カ
型
語
幹
か
ら
ラ
カ
を
ヤ
カ
に
代
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
語
基
が
形
容
詞

語
幹
の
も
の
は
、
形
容
詞
語
幹
が
接
尾
絆
り
を
伴
う
用
法
を
持
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
む
し
ろ
、
同
じ
く
ヤ
カ
型
語
幹
か
ら
ヤ
カ
を
ラ
カ
に
代
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
ラ
カ
型
語
幹
の
交
替
的
代
入
型
の

方
が
構
成
力
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

代
入
型
¨
ｒ
州
け
”
］
婦
辟

ら
（商

翻
例
）
の
も
の
は
、
応
用
型
の
中
の
交
替
的

因
み
に
、
０
は

［形
容
詞
語
幹
＋
ラ
］
＋
力
の
構
成
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
連

し
て
、
形
容
詞
語
幹
＋
ラ
の
も
の
も
形
容
動
詞
語
幹
を
構
成
す
る
の
で
、
例
は

多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
次
に
挙
げ
て
お
く
。

ア
カ
ラ
ニ
「唇
回
は
赤

ラ
に
」
（西
大
寺
蔵
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点

・

春
日
政
治
氏
釈
文
）、
ウ
マ
ラ
ニ
「…
う
ま
ら
に

〈宇
麻
良
余
〉
聞
し
も
ち

食
せ
…
」
（記
応
神

。
四
八
）、
ヤ
ス
ラ
ニ

「…
小
頸
安
ら
に

〈己
久
比
也

須
良
ホ
〉
…
」
（催
馬
楽
四

・
夏
引
）、
サ
ム
ラ
ニ

「…
和
た
へ
の
衣
寒
ら

に

〈服
寒
等
丹
〉
…
」
（高

一
八
〇
〇
）、
キ
ヨ
ラ
ナ
リ

「装
束
の
清
ら
な

一
八
〇
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ

る
こ
と
」
（竹
取
物
語
）、
ヒ
ロ
ラ
ニ

「御
‐
横
―
刀
廣
ホ
誅
‐
堅
女
」
（祝
詞
・

出
雲
国
造
神
賀
詞
・
九
条
本
）／
◇
サ
カ
シ
ラ
ニ

「さ
か
し
ら
に
夏
は
人
ま



ね
…
」
（古
今

一
〇
四
七
）、
◇
モ
ノ
ガ
ナ
シ
ラ
ニ
Ｆ
‥
も
の
悲
し
ら
に
〈物

悲
良
ホ
〉
思
へ
り
し
…
」
（萬
七
三
〓
）、
◇
ヮ
ビ
シ
ラ
ニ
「秋
の
虫
何
化
び

し
ら
に
〈何
佗
芝
良
丹
〉
こ
ゑ
の
す
る
…
」
（新
撰
萬
葉
集
三
七
四
）、
◇
ウ

レ
シ
ラ
ナ
リ
「世
尊
の
身
の
支
は
…
…
光
り
悦
シ
ラ
な
り
」
（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵

弥
勒
上
生
経
賛
平
安
初
期
点

。
中
田
祝
夫

築
島
裕
氏
釈
文
）

２
二
の
例
も
、
右
の
キ
ョ
ラ
ナ
リ

・
ウ
レ
シ
ラ
ナ
リ
の
例
や
サ
カ
シ
ラ
ナ
リ

（落
窪
物
語
）
の
例
が
あ
る
の
で
、
ナ
リ
活
用
の
連
用
形
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
か
。
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
は
、
右
に
見
え
る
の
に
対
し
て
、
０
に

は
見
え
な
い

（０
に
は
見
え
る
）
の
で
、
右
の
も
の
に
対
し
て
０
は
制
限
的
で

あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

三

第

一
節

。
第
二
節
に
見
た
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
に
対
し
て
、
形
容
動
詞
語

幹
が
接
尾
辞
を
伴
っ
て
形
容
詞
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
仮
に
形

容
動
詞
の
形
容
詞
化
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
「形
容
動
詞
の
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、

「語
幹
」
と
示
さ
な
い
点
で
こ
れ
も
正
確
な
表
現
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
こ
の

よ
う
に
呼
ん
で
お
く
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

ケ
シ
を
末
尾
に
持
つ
ク
活
用
形
容
詞
を
ケ
シ
型
形
容
詞
と
呼
ぶ
が
、
形
容
動

詞
語
幹
が
接
尾
辞
を
伴
っ
て
構
成
さ
れ
る
形
容
詞
に
は
、
ケ
シ
型
形
容
詞
が
あ

る
。
ケ
シ
型
形
容
詞
の
う
ち
、
力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
と
の
対
応
を
持

つ
も
の
を

一
次
的
ケ
シ
型
と
、
そ
の
対
応
を
持
た
な
い
も
の
を
二
次
的
ケ
シ
型

と
呼
輸
ド
、
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
に
当
た
る
の
は
一
次
的
ケ
シ
型
で
あ
り
、

そ
れ
が
大
部
分
を
占
め
る
。

そ
の
場
合
に
、
ケ
シ
型
形
容
詞
の
ケ
の
甲
乙
が
知
ら
れ
る
も
の
は
い
ず
れ
も

乙
類
で
あ
祐
´
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
構
成
は
力

（・ヤ
カ
・ラ
カ
）
型
語
幹
＋
ｉ
＋

シ
の
よ
う
に
示
さ
れ
稀
ご
と
が
あ
る
。
ケ
シ
型
形
容
詞
の
語
幹
は
、
語
幹
の
用

法
が
あ
ま
り
顕
著
で
な
く
、
サ
ヤ
ケ
サ

「…
音
の
さ
や
け
さ

〈於
止
乃
佐
也
計

左
〉
…
」
（催
馬
楽
三
二
・
真
金
吹
く
）
・
ハ
ル
ケ
サ

「…
み
ち
の
は
る
け
さ
」

（土
左
日
記
）
な
ど
の
よ
う
に
接
尾
辞
サ
を
伴
う
も
の
が
見
え
る
こ
と
や
、
イ

サ
サ
ケ
ワ
ザ

「な
ほ
し
も
え
あ
ら
で
、
い
さ
ゝ
け
わ
ざ
せ
さ
す
」
（同
）
。
ア
ハ

ツ
ケ
ビ
ト

「あ
は
つ
け
人
だ
に
、
寝
覚
し
ぬ
べ
き
空
の
気
色
を
」
（源
氏
物
語
。

夕
霧
）
の
よ
う
に
下
の
名
詞
と
複
合
す
る
も
の
が
若
干
見
え
る
こ
と
ぐ
ら
い
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
語
幹
の
用
法
が
全
く
見
え
な
い
訳
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ

を
形
容
詞
語
幹
と
し
て
切
り
出
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
と
、
形
容
動
詞
語
幹
が

接編鋳［”鄭体っは硼略爛臨勢崚畔け”峰は年［簾〔“、どこには比

較
的
古
い
例
の
出
典
の
み
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

０
サ
ダ
ケ
シ

（平
中
物
語
）、
ユ
タ
レ
シ

（萬
四

四三
メ
一ｔ
、
コ
マ
ケ
シ

（新

撰
字
鏡
）、
サ
ヤ
レ
シ

（萬
三

三二
Ｆ
則
）、
ケ
ャ
ヶ
シ

（源
氏
物
語

・
胡
蝶
）、

古
紀
十
二
年
。
岩
崎
本
平
安
中
期
点
）、
ア
タ
タ
ケ
シ

（新
撰
字
鏡
・享
和

本
）、
ア
ハ
ツ
ケ
シ

（源
氏
物
語

・
空
蝉
）、
オ
ド
ソ
ヶ
シ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵

弥
勒
上
生
経
賛
平
安
初
期
点
）

的
サ
ハ
ャ
ケ
シ

（新
撰
字
鏡

・
群
書
類
従
本
）、
ナ
ハ
ヤ
ケ
シ

（新
撰
字
鏡
）、

コ
マ
ヤ
ケ
シ

翁
山
寺
蔵
大
般
涅
槃
経
九
平
安
中
期
点
）、
ニ
コ
ヤ
ケ
シ

（新

撰
字
鏡
）、
タ
ヲ
ヤ
ケ
シ

（加
茂
保
憲
女
集

・
序
）、
ス
ミ
ヤ
ケ
シ

（興
聖
寺

蔵
大
唐
西
域
記
士
一平
安
中
期
点
）
。
ス
ム
ヤ
レ
シ

（萬
三

二七
抑
訊
）、
ヒ
ヘ



ヤ
ケ
シ

（新
撰
字
鏡
）

０
ア
カ
ラ
レ
シ

（記
応
神

・
四
二
）、
ア
ザ
ラ
ケ
シ

（仁
徳
前
紀

。
前
田
本
）、

ヤ
ハ
ラ
ケ
シ

（字
鏡
）、
ヤ
ス
ラ
ケ
シ

（祝
詞

・
大
殿
祭

・
卜
部
兼
永
本
）、

ア
キ
ラ
ケ
シ

（萬
四
四
六
六
）、
タ
ヒ
ラ
ケ
シ

（高
四
四
〇
八
）、
ナ
ビ
ラ

ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
四
四
九
〇
　
　
　
　
　
　
　
―
―
　
　
　
　
　
　
　
四
四
三
二

ケ
シ

（新
撰
字
鏡
）、
ナ
メ
ラ
ケ
シ

（同
）、
ソ
ソ
ロ
ケ
シ

（新
訳
華
厳
経

音
義
私
記
）

０
は
力
型
語
幹
と
対
応
す
統
Ｆ
の
、
０
は
ヤ
カ
型
語
幹
と
対
応
す
る
も
の
、

０
は
ラ
カ
型
語
幹
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
カ
ス
カ
ー
カ
ソ
ケ

シ
、
ス
ミ
ヤ
カ
ー
ス
ミ
ヤ
ケ
シ
・
ス
ム
ヤ
ケ
シ
、　
ヘ
ヘ
ヤ
カ
ー
ヒ
ヘ
ヤ
ケ
シ
は

そ
の
対
応
の
中
に
母
音
交
替
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
ケ
シ
型
形
容
詞
の
も
の
は
か
な
り
の
例
が
見
え
て
、
形
容
動

詞
の
形
容
詞
化
と
し
て
あ
る
程
度

一
般
的
な
方
法
か
と
思
わ
れ
る
が
、
力

（
・

ヤ
カ
・
ラ
カ
）
型
語
幹
十
ナ
リ
の
形
容
動
詞
の
方
が
ケ
シ
型
形
容
詞
よ
り
よ
く

用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
形
成
は
平
安
後
期
以
降
衰
え
て
行
く
。

四

形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
の
上
に
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
が
重
な
る
こ
と
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
形
容

動
詞
が
さ
ら
に
形
容
詞
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

膨

」

務

拗
観

，

議

％

嚇
趾

氏
爆

弥
勒
上
生
経
賛
平
務

ヤ
ス
シ

（記
允
恭

・
七
八
Ｙ
Ｉ
ヤ
ス
ラ
カ

（山
田
嘉
造
氏
旧
蔵
弥
勒
上
生
経
賛

平
安
初
期
点
Ｙ
Ｉ
ヤ
ス
ラ
ケ
シ

（祝
詞

・
大
殿
祭

・
卜
部
兼
永
本
）

の
よ
う
な

｛
［形
容
詞
語
幹
十
ラ
］
十
力
｝
＋
ｉ
＋
シ
の
構
成
の
ケ
シ
型
形
容
詞

ア
カ
ラ
ケ
シ
・ヤ
ス
ラ
ケ
シ
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ア
カ

（シ
）↓
ア
カ

ラ
カ
、
ヤ
ス

（シ
）↓
ヤ
ス
ラ
カ
の
形
成
が
第
二
節
に
見
た
形
容
詞
の
形
容
動
詞

化
に
当
た
り
、
ア
カ
ラ
カ
↓
ア
カ
ラ
ケ
シ
、
ヤ
ス
ラ
カ
↓
ヤ
ス
ラ
ケ
シ
の
形
成

が
第
二
節
に
見
た
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
に
当
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
の
見
え

る
時
代
に
拘
わ
ら
ず
、
理
論
的
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
言
え
る
。
今

一
つ
、

ユ
ル
シ

（皇
極
紀
四
年
六
月

ｏ
岩
崎
本
平
安
中
期
点
）―

ユ
ル
カ

（名
義

抄
）―
ユ
ル
ケ
シ

（堀
河
百
首
七
）

脚
御
詢
一

ノレ ［旬
埓
『
稀
錦
【
ち
い
耐
［
計

ベ シ
♂
虜
が
は
瑚
”
称
辞

ユ ぅ
”
″
”
剋

形
成
さ
れ
た
二
次
的
ケ
シ
型
形
容
詞
ユ
ル
ケ
シ
か
ら
、
力

（
・
ヤ
カ
。
ラ
カ
）

型
語
幹
と
ケ
シ
型
彫
踏
詞
と
の
対
応
と
の
類
推
に
よ
っ
て
ユ
ル
カ
が
形
成
さ
れ

た
と
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
、
形
成
の
順
序
と
し
て
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
形
成
の
順
序
を
考
慮
す
る
と
、
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
の
上
に
形

容
動
詞
の
形
容
詞
化
が
重
な
る
も
の
は
０
［形
容
詞
語
幹
十
ラ
］
＋
力
の
形
容
動

詞
語
幹
の
も
の
の
み
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
ケ
シ
型
形
容
詞
が
主
に
見
え

る
と
こ
ろ
の
平
安
中
期
以
前
の
形
容
動
詞
語
幹
の
例
を
見
る
と
、
０
２
Ｄ
の
中

で
は
０
が
ア
カ
ラ
カ
・
タ
カ
ラ
カ
・
ア
サ
ラ
カ
・
カ
タ
ラ
カ
・
ヤ
ス
ラ
カ
・
ウ

ス
ラ
カ
・
ア
ツ
ラ
カ

［厚
］
・
カ
ル
ラ
カ
・
ユ
ル
ラ
カ
ｏ
キ
ヨ
ラ
カ
・
ク
ロ
ラ
カ
・

シ
ロ
ラ
カ

（お
よ
び
ア
ラ
ラ
カ

［粗
∪

と
最
も
例
が
多
い
の
で
、
当
然
の
傾
向

と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
逆
に
、
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
の
上
に
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
が
重

な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
形
容
詞
が
さ
ら
に
形
容
動
詞
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
な
い
よ
う
で
あ
る
。
［カ

（
・
ヤ
カ
ｏ
ラ
カ
）
型
語
幹
十
ｉ
］
十
ゲ
の
構
成
の
ゲ
型
語
幹
が
見
え
る
な
ら
ば
、

第
二
節
に
見
た
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
の
上
に
第

一
節
に
見
た
形
容
詞
の
形
容

動
詞
化
が
重
な
る
も
の
に
な
る
が
、
望
月
郁
子
氏

「形
容
動
詞
と
形
容
詞
の
語



形
の
変
遷
に
つ
い
、
喫
が

「―
力
型
を
持
つ
場
合
に
は
、
―
ゲ
型
を
持
つ
こ
と

は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、　
一
次
的
ケ
シ
型
形
容
詞
語
幹

［力

（
。
ヤ

カ
・
ラ
カ
）
型
語
幹
＋
ｉ
］
は
、
接
尾
辞
ゲ
を
伴
う
こ
と
が
な
い
。
尤
も
、

な
ど
か
う
は
遥
け
ゞ
に
は
の
給
へ
る

（宇
津
保
物
語

。
国
譲
下
）

ま
こ
と
に
い
と
は
る
け
ゞ
な
り

（落
窪
物
語
）

の
よ
う
な
ハ
ル
ケ
ゲ
の
例
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
文

に
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宇
津
保
物
語
の
例
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

落
窪
物
語
の
例
は
恐
ら
く
ハ
ル
カ
ゲ
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、

望
月
氏
は
、
「―
力
型
は
２
ゲ
型
と
重
な
っ
て
は
存
在
し
な
い
」
と
さ
れ
て
、
カ

（
・
ヤ
カ
・
ラ
カ
）
型
語
幹
＋
ゲ
の
形
が
あ
り
に
く
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

琴
延
灘瑾
颯
轟
哺

述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
二
次
的
ケ
シ
型
形
容
詞
語
幹
は
、
ム
ク
ツ
ケ
ゲ

（竹

取
物
語
、
蜻
蛉
日
記
、
枕
草
子
、
堤
中
納
言
物
語
）、
ツ
ユ
ケ
ゲ

（源
氏
物
語
。

夕
顔
）、
シ
ホ
ド
ケ
ゲ

（夜
の
寝
覚
、
狭
衣
物
語
、
栄
花
物
語
一平
こ

の
よ
う
に

接
尾
辞
ゲ
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
が
、
二
次
的
ケ
シ
型
形
容
詞
の
形
成
は
形
容
動

詞
の
形
容
詞
化
に
当
た
ら
な
い
の
で
、
形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
の
上
に
形
容
動

詞
の
形
容
詞
化
が
重
な
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

以
上
、
本
稿
は
、
形
容
詞
語
幹
が
接
尾
辞
を
伴
っ
て
形
容
動
詞
語
幹
を
構
成

す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
形
容
動
詞
語
幹
が
接
尾
辞
を
伴
っ
て
形
容
詞

（語
幹
）

を
構
成
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
両
者
の
重
な
り
具
合
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、

形
容
詞
語
幹
と
形
容
動
詞
語
幹
と
の
相
互
の
派
生
関
係
に
つ
い
て
見
た
。

江̈（１
）

柄
澤
明
子
氏

「中
古
物
語
文
学
に
お
け
る
形
容
動
詞
の
語
構
成
に
つ
い
て
」
∩
中
　
１８

央
大
学
国
文
」
２７
冒
８
一
お
）
、
漆
谷
広
樹
氏
コ
形
容
動
詞
』
語
幹
構
成
要
素
の
『ゲ
』

に
関
す
る
一
考
察
」
∩
専
修
国
文
」
４２

〔お
“
烏
し
、
村
田
菜
穂
子
氏

「ゲ
ナ
リ
型

形
容
動
詞
―
―
造
語
力
拡
大
の
様
相
に
つ
い
て
―
―
」
「
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
１８

冒
８
？
∞
和
泉
書
院
）

な
ど
参
照
。

？
十
助
動
詞
マ
ジ

。
マ
ホ
シ
＋
接
尾
辞
ゲ
の
も
の
を
含
む
。

築
島
裕
氏

『平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て

，
妍
銃
Ｌ
冒
器
？
∞
東
京
大
学

出
版
会
］
第
二
章
第
二
節
七
参
照
。
「威
‐厳
ト
シ
テ
席
‐然
ニ
マ
シ
マ
ス
。」
（石
山
寺

蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点

・
中
田
祝
夫
氏
釈
文
）
な
ど
の
例
が
僅
か
に
見
え
る
。

（４
）

前
稿
国
０

「ヤ
カ
型
語
幹
の
構
成
」
「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
８

［お
鍮
こ
こ
Ｙ

Ｏ

「
力
型
語
幹
の
構
成
」
η
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
１７

冒
８
∞
あ

和
泉
書
院
∪

・
０

「ラ
カ
型
語
幹
の
構
成
」
（「課
麺
識
誰
　
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
し
［８
８
出

和
泉
書

院
∪

・
¨
「
ヤ
カ
型
語
幹
と
ラ
カ
型
語
幹
■
■国
語
論
究
」
７
中
古
語
の
研
究
冒
８
”

】̈

明
治
書
院
）

・
０

「ヤ
ク

（ャ
グ
）
ｌ
フ
ク

（ラ
グ
ご

（，国
語
語
彙
史
の
研
究
」

‐８

［前
掲
∪

・
ω

「
力
・
ヤ
カ
■
フ
カ
型
語
幹
の
語
基
」
３
同
ヽ
１９

［８
８
お

和
泉

書
院
）
、
お
よ
び
、
別
稿
０

望
順構
成
と
形
状
言
」
（呈
贖文
」
実
阪
大
学
）
６５

冒
８
？

∞
）

・
０

「複
合
形
状
言

。
派
生
形
状
言
」
翁
国
語
語
彙
史
の
研
究
」
１６

［８
８
二
ｏ

和
泉
書
院
∪

で
は
、
力
型
語
幹
・
ヤ
カ
型
語
幹
ニ
フ
カ
型
語
幹
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
考
え
る
必
要
な
ど
か
ら
、
力
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
型
語
幹
と
呼
び
、
ま
た
、
前
稿
国
０

「形
容
詞
語
幹
＋
力
・ヤ
カ
・ラ
カ
」
∩
研
究
年
報
」
（奈
良
女
子
大
学
文
学
部
）
３２

口
０８
・

∞
）

。
い

「２
＋
力
の
一
形
態
―
―
語
基
末
が
イ
列
。
工
列
の
場
合
―
―
」
∩
叙
説
」

・６

［８
８
出
８
）、
お
よ
び
、
前
稿
国
０

「ケ
シ
・
カ
シ
イ
・
カ
イ
」
翁
同
志
社
国
語

学
論
集
』
冒
鵠
Ｖ
い
和
泉
書
院
）

・
０

「ア
キ
ラ
ケ
シ
イ
ー
ー
ケ
シ
・
カ
シ
イ

・
カ

イ
続
考
―
―
」
∩
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
」
１８

〔８
繋
出
）

・
０

「
力
・

ク
・
ケ
シ
」
η
叙
説
」
１４

［８
銘
二
Ξ
）
・
の

「
力
・
ク
・
グ
」
翁
国
語
語
彙
史
の
研

究
」
１４

［お
資
あ

和
泉
書
院
）

で
は
、
後
に
挙
げ
る
ケ
シ
型
形
容
詞
と
の
関
係
を

考
え
る
必
要
な
ど
か
ら
、
ヤ
カ
型
語
幹

・
ラ
カ
型
語
幹
を
含
め
て
力
型
語
幹
と
呼
ん

で
、
統

一
的
に
呼
ば
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の
問
題
を
考
慮
し
て
、
改
め
て

力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

（５
）

前
稿
国
０

・
０

・
０

。
①

・
０

・
ω
参
照
。

（６
）

前
稿
国
０

・
０

・
０

。
口
お
よ
び
０

・
ω

（７
）

ヤ
ス
カ

（宇
津
保
物
語

。
吹
上
上
）
と
し
て
挙
げ
た
例
は
、
ウ
シ
ロ
ヤ
ス
カ
の
形

で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
前
稿
国
内
に
述
べ
た
よ
う
に
、
力
型
語
幹
の
語
基
は
他
に

四
音
節
以
上
の
も
の
が
見
え
な
い
の
で
、
ヤ
ス
カ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
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（８
）

後
に
第
四
節

（注
（器
）箇
所
）
で
ユ
ル
シ
・
ユ
ル
カ
・
ユ
ル
ケ
シ
に
つ
い
て
述
べ

る
箇
所
参
照
。

〈９
）

ア
ラ
ラ
カ

［粗
］
・
ア
ラ
ラ
カ

［荒
］
は
、
縮
重
複
形
状
言
＋
力
の
構
成
の
力
型
語

幹
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
掲
国
０
参
照
。
な
お
、
縮
重
複
形
状
言

・
一
部

重
複
形
状
言
に
つ
い
て
は
、
「国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
」
冒
８
”
卜
塙
書

房
］
第
二
篇
第

一
。
二
章
参
照
。

（Ю
）

前
稿
国
内
参
照
。
な
お
、
ユ
ル
ル
カ

（蜻
蛉
日
記
）
は
、　
一
部
重
複
形
状
言
＋
カ

の
構
成
の
力
型
語
幹
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ラ
カ
型
語
幹
で
は
な
い
の

で
、
こ
こ
に
は
挙
げ
て
い
な
い
。

（ｎ
）

続
稿
０

「形
容
詞
ヒ
キ
シ
・オ
ホ
キ
イ
等
と
そ
の
周
辺
」
■
日
本
語
学
と
言
語
学
』

［導
８
二
ｏ
明
治
書
院
、
予
定
∪

（・２
）

橋
本
四
郎
氏

「
ク
活
用
形
容
詞
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
」
η
橋
本
四
郎
論
文
集
」
国

語
学
編

［お
器
二
∞
角
川
書
店
〕、
も
と

「女
子
大
国
文
」
５

〔お
望
あ
∪
、
「上
代

語
概
説
」
翁
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
し

第
二
章
四
の

「形
容
詞
」
の
項

（第
二

章
は
主
と
し
て
浅
見
徹
・橋
本
両
氏
執
筆
）、
松
村
明
氏
編

「日
本
文
法
大
辞
典
』
の

「形
容
詞
」
の
項

（山
口
佳
紀
氏
執
筆
）
な
ど
、
お
よ
び
、
別
稿
０

「形
容
詞
語
幹

の
用
法
」
η
夢
幹
正筆
軌
人難

国
語
国
文
学
藻
」
冒
８
９
馬

和
泉
書
院
）

参
照
。

（‐３
）

前
稿
国
０
参
照
。

（‐４
）

前
稿
国
０

・
０

・
０

・
“
参
照
。

（‐５
）

前
稿
国
０

・
０
参
照
。
前
稿
国
０

・
０
で

「代
入
型
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
当
た
る
。

（・６
）

前
稿
国
０

・
∞
参
照
。
前
稿
国
０
を
も
参
照
。

（・７
）

こ
の
ヤ
カ
型
語
幹
の
例
は
基
本
的
に
②

ｏ
③
に
挙
げ
た
。
ま
た
、
②

・
③
に
挙
げ

て
い
な
い
ヒ
キ
ヤ
カ
。
オ
ホ
キ
ヤ
カ
に
つ
い
て
は
続
稿
０
に
見
る
。

（‐８
）

前
稿
国
０

・
０
参
照
。

（‐９
）

前
稿
回
０

・
０

・
０
参
照
。
但
し
、
ケ
が
甲
類
の
夕
列
シ

〔武
］
を
含
ま
な
い
。

（２０
）

前
稿
国
０
参
照
。
後
に
注
（３‐
）
に
挙
げ
る
続
稿
０
を
も
参
照
。

（２‐
）

夕
ヶ
シ

［武
〕
を
ケ
シ
型
形
容
詞
に
含
ま
な
い
の
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
。

（２２
）

森
山
隆
氏

「上
代
に
お
け
る
連
母
音

Ｆ
し
の
転
化
に
つ
い
て
」
∩
上
代
国
語
の
研

究
―
―
音
韻
と
表
記
の
諸
問
題
―
―
」
冒
８
？
〓

桜
楓
社
］、
も
と

「国
語
学
」
器

一８
望
。出
）、
山
崎
馨
氏

「形
容
詞
助
動
詞
の
研
究
』
冒
８
Ｎ
品

和
泉
書
院
］
前
篇

第

一
・
三

・
五
章

（そ
れ
ぞ
れ
、
も
と

「美
夫
君
志
」
６

［８
８
ふ
］、
『研
究
資
料

日
本
文
法
』
３
用
言
編
０

冒
錦
■
８

明
治
書
院
］、
「武
蔵
野
文
学
」
２２
冒
ヽ
今
馬
）
ヽ

川
端
善
明
氏
「活
用
の
研
究
」
Ｈ
第
二
部
第
五
上
ハ
章
冒
弯
？
Ｎ
大
修
館
書
店
、
】８
∵

ヽ
増
補
再
版

清
文
堂
出
版
］、
山
口
佳
紀
氏

一古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』

冒
８
望
】
有
精
堂
］
第
二
章
第
二
・七
節

（も
と
「国
語
と
国
文
学
」
５８
１
５
冒
８
７

い
］
な
ど
）、
な
ど
参
照
。

前
稿
回
０

・
０

ヒ
ラ
ケ
ン
と
し
て
挙
げ
た
例
は
、
ツ
パ
ヒ
ラ
ケ
シ
・
ツ
マ
ビ
ラ
ケ
シ
の
形
で
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
前
稿
国
０
に
述
べ
た
よ
う
に
、
対
応
す
る
ツ
パ
ヒ
ラ
カ

・
ツ
マ
ビ

ラ
カ
は
ツ
パ
・
ツ
マ
＋
ヒ
ラ
カ
の
構
成
と
見
ら
れ
て
、
前
稿
国
内
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ラ
カ
型
語
幹
で
は
な
く
力
型
語
幹
と
対
応
す
る
と
見
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（２５
）

ユ
ル
ケ
シ
と
対
応
す
る
ユ
ル
カ
は
、
ユ
ル
ケ
シ
が
第
四
節

〈注
（２８
）箇
所
）
に
述

べ
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、　
ユ
ル
カ
ー
ユ
ル
ケ
シ
の
対
応
を

持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
た
、
オ
ゴ
ソ
ケ
シ
と
対
応
す
る
オ
ゴ
ソ
カ
は
、
前
稿
国

０
に
見
た
よ
う
に
ソ
カ
型
語
幹
と
見
ら
れ
る
が
、
ソ
カ
型
語
幹
の
例
は
少
な
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
便
宜
上
力
型
語
幹
に
括

っ
て
お
く
。

（２６
）

後
に
見
る
望
月
郁
子
氏
論
文

（注
（２９
）箇
所
）
は
、
ア
カ
シ
ー
ア
カ
ラ
カ
ー
ア
カ

ラ
ケ
シ
の
他
に
、
ケ
シ
ー
ケ
ヤ
カ
ー
ケ
ヤ
ケ
シ
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

ケ
ン
は
シ
ク
活
用
で
あ
る
の
で
ケ
シ
の
ケ
は
形
容
詞
語
幹
で
は
な
く
、
ま
た
、
ケ
ヤ

カ
は
ケ
ヤ
十
力
の
構
成
と
見
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る

（前
稿
国
０
）
の
で
、
こ

こ
に
は
挙
げ
な
い
。

（２７
）

前
稿
国
０

（器
）

ユ
ル
カ

（名
義
抄
）
が
存
在
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ユ
ル
ヤ
カ

（運
歩
色
葉
集
）

を
、
第
二
節
で
ヤ
カ
型
語
幹
の
肥
大
的
代
入
型
で
は
な
く
交
替
的
代
入
型
と
と
ら
え

た
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
。

（２９
）

「日
本
文
学
誌
要
」
１３

［８
８
二
二

〈３０
）

異
本
の
例
を
含
め
る
と
、　
ハ
ナ
ヤ
カ
ゲ
サ

（源
氏
物
語
・絵
合
・
保
坂
本
）、　
ニ
ホ

ヒ
ヤ
カ
ゲ
サ

〈同

・
胡
蝶

。
大
島
本
）、
ウ
ラ
ラ
カ
ゲ
サ

（同

。
初
音

・
肖
柏
本
他
）、

フ
ク
ラ
カ
ゲ
サ

（紫
式
部
日
記

。
宝
永
本
）
の
よ
う
な
２
カ
ゲ
サ
の
形
の
例
が
見
え

る

（前
稿
回
０
参
照
）。

（３‐
）

続
稿
０
「
一
次
的
ケ
シ
型
と
二
次
的
ケ
シ
型
」
η
国
語
語
彙
史
の
研
究
し
２０
冨
８
∵

∞
和
泉
書
院
、
予
定
〕

キ
ー
ワ
ー
ド

一
形
容
詞
語
幹
　
形
容
動
詞
語
幹
　
ゲ
型
語
幹

力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
　
ケ
シ
型
形
容
詞

―
―
本
学
大
学
院
教
授
―
―
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